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鍼灸治療でリラックス 
 

Ⅰ．鍼治療で心地よくなるのか 

 鍼治療を受けると、なんとなく体が軽やかになり、気分が爽快になることを経験し
ます。すなわち、鍼治療を受けると心地よくなる、ということです。リラクセーショ
ン、あるいは癒し効果といってもよいでしょう。そうした効果が実感されますが、果
たして鍼灸治療によって気分が変わるのでしょうか。 

このことについて鍼灸治療の気分に及ぼす影響について気分に関する形容詞を用い
て調査した報告があります。その報告によれば図１に示すように約 80%の患者が治療
後、陽性感情(図の左側)
へ移行します。陽性感情
へ移行することは“よい
気分”“心地よい”状態にな
ったことを表します 1)。 

こうした心地よさは、
主観的健康感とも結びつ
いた重要な体感です。心
地よい状態になることに
よってより高次の健康レ
ベルへ向かうことができ
るようになります。 

では主観的健康感はど
のような因子で構成され
ているのかを調査したと
ころ、疲労、ストレス、睡眠、食事、人間関係、不安、痛みでした。一方、鍼灸治療
によってどのような症状の軽減が見られたかを調査したところ、痛み・心身の疲労・
ストレス・不安の軽減、病気・睡眠の改善が主なものでした。すなわち、主観的健康
感の構成因子の多くが鍼灸治療で軽減、あるいは改善されることから鍼灸治療は主観
的健康感を向上させることが示唆されました 2)。 

こうした結果を合わせて総合的に考察すると鍼灸治療は、主訴の軽減と共に心地よ
さ・気分をよくし、主観的健康感を向上させる効果を有することが理解されます。 

 
２．鍼灸治療で何故、心地よくなるのか 

では、どのようにして鍼灸治療で心地よさが生じるのでしょうか。この点について
脳波学的研究や脳内モノアミンに関する基礎的研究があります。 

脳波学的研究では、図２に示すように心地よいと感じられる鍼刺激(鍼通電刺激も含

      図１  鍼灸治療後における気分変化 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図の説明 

図１  鍼灸治療後における気分変化 

図は、鍼灸治療の気分に及ぼす影響を示したものです。図に示すように約 80%の患者が治療
後、陽性感情(図の左側)へ移行します。陽性感情へ移行することは“よい気分” “心地よい”状態に
なったことを表します。図は文献１から改変 
 

図２  脳波に及ぼす鍼刺激の効果 

脳波学的研究では、図に示すように心地よいと感じられる鍼刺激(鍼通電刺激も含む)を行う
と、大脳皮質全体からα帯域の脳波(diffuse α)が現れます。このような脳波は、十分にリラッ
クスした時に見られます。図は文献２より引用 
 

図３  鍼刺激の側坐核における脳内モノアミンの変化 

図に示すように鍼刺激で側坐核のセロトニンは増加しましたが、ドパミンは変化しませんでし
た。脳内セロトニンの増加は、ストレスの緩和や心を落ち着かせる作用があるとされ、逆に不足
すると抑うつ状態に落ち込むとされています。こうした脳内セロトニンの増加により、心の落ち
着きとリラクセーション効果が引き起こされるものと考えられます。図は文献３より引用 

 

 

 

 


